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この資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及
び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により、大き
く異なる可能性があります。

以下に、事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を挙げますが、これ
らに限定されるものではありません。

また、この資料には医薬品（開発中のものを含む）に関する情報が含まれていますが、宣伝広告、
医学的アドバイスを目的としているものではありません。

注意事項

1

(ⅰ ) 新製品開発の失敗

(ⅱ ) 医療保険制度の改革による事業環境の変化

(ⅲ ) 競合品や後発品の影響により、期待した成果を得られない可能性

(ⅳ ) 第三者による知的財産の侵害等

(ⅴ ) 自然災害や火災などで、生産の停滞･遅延発生による製品供給の滞り

(ⅵ ) 市販後の医薬品における新たな副作用の発現

(ⅶ ) 為替レートの変動や金利動向
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売上収益

3

2019年度1Q 2020年度1Q
増減率

製品商品売上 532億円 536 億円 ＋ 0.8 ％

ロイヤルティ・その他 208億円 213 億円 ＋ 2.5 ％

（内、オプジーボ） （154億円） （140 億円） （－ 9.3 ％）

合計 740億円 749 億円 ＋ 1.3 ％

内訳

売上収益 前年同期比（増減率）

749 億円 ＋ 1.3 ％



/8

売上収益

4

主要製品の販売状況

2019年度1Q 2020年度1Q 増減率

オプジーボ点滴静注 223 億円 244 億円 + 9.5 ％

グラクティブ錠 69 億円 65 億円 - 5.9 ％

フォシーガ錠 44 億円 52 億円 + 17.8 ％

オレンシア皮下注 49 億円 54 億円 + 10.6 ％

リバスタッチパッチ 23 億円 20 億円 - 10.0 ％

パーサビブ静注透析用 17 億円 19 億円 + 11.1 ％

カイプロリス点滴静注用 14 億円 17 億円 + 21.3 ％

オノアクト点滴静注用 13 億円 10 億円 - 19.1 ％

プロイメンド点滴静注用 7 億円 7 億円 - 3.1 ％

当期新発売品 － 億円 1 億円 －
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売上収益
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長期収載品の販売状況

2019年度1Q 2020年度1Q 増減率

オパルモン錠 23 億円 15 億円 - 36.8 ％

イメンドカプセル 22 億円 8 億円 - 64.1 ％

オノンカプセル 9 億円 7 億円 - 28.4 ％

リカルボン錠 14 億円 8 億円 - 42.5 ％
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費用等

営業利益

6

前年同期比（増減率）

・売上原価 206億円 （ － 0.8 ％ ）

・研究開発費 123億円 （ － 22.7 ％ ） ①

・販売費及び一般管理費 142億円 （ － 14.3 ％ ） ②

①+②合計 265億円 （ － 18.4 ％ ）

・その他の収益 1億円 （ － 25.8 ％ ）

・その他の費用 9億円 （ ＋ 0.2 ％ ）

営業利益 前年同期比（増減率）

270 億円 + 35.3 ％
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税引前四半期利益
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＋ 13 億円 （ 前年同期比 0 億円 増 ）

金融収益 13 億円

（受取利息配当金など）

金融費用 0 億円

（リース負債及び退職給付債務に係る利息費用、為替差損など）

税引前四半期利益 前年同期比（増減率）

283 億円 ＋ 33.5 ％

金融収支
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四半期利益（親会社所有者帰属分）
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68 億円 （ 前年同期比 + 40.7 ％）

（主な変動要因）

税引前利益の増加 （ 71 億円 ）

法人税等の増加 （ 20 億円 ）

四半期利益
親会社所有者帰属分

前年同期比（増減率）

215 億円 + 31.6 ％

法人税等




